
（注）管理形態欄には，直営・管理委託・指定管理者の別を記入してください。

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和２年度）

施 設 の 名 称

管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称

施 設 所 管 部 課 （ 室 ）

指 定 管 理 者 の 名 称

宮城県総合運動公園（土木部が所管する緑地部分）

東洋緑化株式会社

土木部都市計画課

平成２７年　４月 　～　 令和　２年　３月 指定管理者 東洋緑化株式会社

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 摘 要

東洋緑化株式会社平成２４年　４月 　～　 平成２７年　３月 指定管理者

東洋緑化株式会社

所在地 仙台市青葉区柏木１丁目１－８　ポラリスビル２Ｆ

令和　２年　４月 　～　 令和　７年　３月 指定管理者 東洋緑化株式会社

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称

施 設 の 名 称 　宮城県総合運動公園（土木部が所管する緑地部分 ）

所 在 地 　宮城県宮城郡利府町菅谷沢乙

指 定 期 間 　令和　２年　４月　１日　～　令和　７年　３月３１日　（５か年）

募 集 方 法 　■　公募　　□　非公募

構 造 　都市公園（広域公園）

内 容

　
　広場・遊具・四阿・つり橋・園路一号橋

設 置 年 月 　平成７年11月

根 拠 条 例 等 　県立都市公園条例

行為許可利用料

開 館 （ 所 ） 日 　年中無休

開 館 （ 所 ） 時 間 　午前　　時　　分　～　午後　　時　　分

設 置 目 的
　貴重な緑の宝庫である「県民の森」に隣接する地域特性を活かしながら，地形，川，池などの
自然要素を取り込んだ水と豊かな公園緑地とし，幼児から高齢者まで誰もが自由に楽しめるレク
レーションの場を提供するもの。

施 設 の 内 容

敷 地 面 積 　約462,000㎡

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

（１）公園全体の管理運営業務
（２）行為の許可申請の受付業務，許可業務及び利用料金の徴収業務
（３）公園全体の維持管理業務
（４）その他施設の管理運営に関して，知事が必要と認める業務

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無 　■　有　　□　無

利 用 料 金 の 名 称



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

（注）対象施設が複数ある場合は，施設ごとに記入してください。

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

96.2% 95.2%

366 365

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

100.0% 99.7%

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

125,000 126,313 120,312

開館（所）日数 365

延べ利用者数 125,000 126,313 120,312

96.2% 95.2%

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

合　　　　計 125,000 126,313 120,312 96.2% 95.2%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(A)

前　年　度
（令和元年度）

(B)

評価対象年度
（令和２年度）

(C)

#DIV/0! #DIV/0!

県指定管理料 28,320 28,705 28,320 100.0% 98.7%

利用料金収入 0 0 0

18,850 16,715

収 入 計　(ａ) 28,320 28,705 28,320

人件費 18,330

100.0% 98.7%

91.2% 88.7%

施設管理費 1,000 9,445 968 96.8% 10.2%

2,055 68.5% #DIV/0!

事業運営費 5,990 4,752

934.1%

支 出 計　(ｂ) 28,320 28,295 24,490

79.3% #DIV/0!

その他 3,000

86.5% 86.6%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 0 410 3,830 #DIV/0!

496 #DIV/0! 98.2%

次期繰越収支差額 915 4,326 #DIV/0! 472.8%

収支

#DIV/0! #DIV/0!

　※　自主事業を実施している場合は，上記に準じて，自主事業の収支実績を別掲すること。

0 505

自主事業支出 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

自主事業収入 0 505 496 #DIV/0! 98.2%

前期繰越収支差額



６．評価対象年度（令和２年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

①管理事務所に公園管理運営士の資格を有
する社員２名を管理事務所長、管理事務所
リーダーとして配置した。本社には指定管理担
当部長を配置した。

②安全上の観点から、管理事務所には毎日２
名以上出勤するよう配慮してシフトを組んだ。

③毎月始め、本社にて指定管理グループ定例
会を実施した。社長、全指定管理担当社員が
出席し、業務報告、業務改善の討議等が行わ
れた。

④毎月中頃に、指定管理事務所所長会議を
実施した。作業予定報告、作業実施方法の確
認が行われた。
　
⑤毎月初め、管理事務所スタッフ会議を実施
した。作業予定報告、作業実施方法の確認、
各種教育(環境管理、個人情報保護等)が行
われた。

⑥指定管理事務所3か所合同で、泉消防署指
導のもと総合消防訓練（避難訓練等）を行っ
た。

⑦改善提案制度を導入した。改善提案書提出
をスタッフに義務付け、管理運営の不断の改善
に努めた。

①管理運営体制

概ね事業計画書通りに実施した。

今年度は、新型コロナウイルス感染予防の
ため各種教育研修会が中止され、スタッフ
を派遣する機会がほとんどなかった。
コロナ禍収束後はスタッフを外部機関に派
遣し社外教育を積極的に行う予定である。

A

　事業計画書に示すとおりの人員配置によ
り，公園の管理運営が適切に行われたもの
と評価できる。
　各種会議も積極的に開催されており，引き
続き管理運営体制の充実を図っていただき
たい。

AA

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

　事業計画に沿った適切な維持管理が行わ
れ，公園の効用・美観が維持されたものと認
められる。また，自主清掃等の取組が行わ
れていることも評価できる。
　利用の多い遊具については，日常点検や
修繕等を行い，引き続き事故防止に努めら
れたい。

①対象施設（遊具、四阿、橋梁等）の巡回点
検を１日２回実施した。この時あわせてゴミ、犬
のフンの回収も行った。清掃は汚れ具合により
適宜行った。

②日常点検は、遊具については月に２回点検
用工具を用いて行った。遊具以外の施設につ
いては月に１回自主的に行った。

③遊具は年に2回専門業者による定期点検を
行った。

④所管課から施設の使用中止指示があった際
は、速やかに対応した。

⑤利用者の遊具事故が発生した際は所管課に
速やかに報告した。注意喚起看板設置など再
発防止策も実施した。また、定期点検の結果を
踏まえ、使用頻度の高い遊具（幼児用遊具等）
による事故発生を未然に防ぐため、部品交換
等の予防保全を行った。

⑥緑地管理は芝刈、草刈、樹木剪定等を適切
な時期に行った。計画以上の数量を行った。

⑦管理作業は利用者、作業者の安全を第一と
した。カラーコーンや立て看板、のぼり等の保安
施設を設置し、利用者に作業範囲を明示した。
作業者にはヘルメット、プロテクター等の保護具
着用を義務付けた。

⑧自主管理業務として、側溝清掃、落葉清掃
を行った。

事業計画書以上に実施した。

緑地管理は利用者が快適に過ごせるよう、
計画数量以上に行った。

遊具については、特に利用の多いブランコ、
幼児用複合遊具の予防保全を行い、事故
防止に努めた。

管理上の瑕疵による遊具事故は発生しな
かった。

定期的に側溝、集水桝等の清掃を行ってい
たが、特に台風シーズンや大雨が予想され
る場合においては頻繁に実施した。
　

②施設・設備の維持
　 管理業務の実施



評価 評価

　公園内での苦情・要望に対して，適切に対
応したと評価できる。
　今後も，必要に応じて土木事務所や都市
計画課と情報共有を図りながら対応された
い。

事業実績
【指定管理者記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

県の評価
【施設所管課記入】

A

　概ね事業計画書通り実施したものと認めら
れる。
　今後も新型コロナウイルス感染症対策を講
じ積極的な自主事業の展開に努められた
い。

④自主事業の実施

①管理事務所の省エネ対策として、緑のカー
テン（キュウリ）を設置した。

②入山の時（散策路歩行中）クマ鐘を鳴らし、
人の存在をクマに知らせ接触事故を防止した。

③子供用遊具販売を計画しましたが、新型コロ
ナウイル感染症予防により延期となりました。

④集いの広場に日陰棚が少ないので、熱中症
予防対策として、ターフテントを設置した。

概ね事業計画書通りに実施した。

子供用遊具販売は新型コロナウイルス感染
拡大予防により延期となったが、コロナ禍収
束後は実施したい。

①管理日誌は要点を押さえて分かりやく簡潔に
作成した。毎日終業時に、メールにて本社、各
指定管理事務所に送信し、情報の共有化を
図った。

②月次業務報告書、収支報告書、アンケート
集計結果報告書等の各種業務報告書は頻
度、期限を守り提出した。また写真やグラフを
多用し、視覚的に分かりやすい報告書作りに努
めた。

③ふれあいサポーターには、できるだけ事前打
ち合わせを行った上で活動してもらった。活動
で使用する火バサミ、ゴミ袋等を準備し、回収
されたゴミ等は指定管理者が処分した。

④当社公園ホームページ、管理事務所掲示
物にてふれあいサポーターの募集を行った。

⑤地域への貢献のため、利府町や近隣市町村
で開催されたボランティア活動に参加した。（２
回参加）

⑥当社公園ホームページ、新聞、雑誌、web
等を組み合わせて広報活動を行った。（桜開
花情報、自主事業の案内のお知らせなど）

A

A

　事業計画書に示すとおりの適切な運営業
務が行なわれたものと認められる。
　ＳＮＳ等による広報活動や，ボランティア活
動などをよく行っており，公園のソフト事業の
充実に貢献したものと評価できる。
　ふれあいサポーターの活動PRについて
は，今後とも積極的に実施されたい。

A

A A

　事業計画書に示す施策を適切に実施した
ものと認められる。
　今後も，公園利用者のニーズに合わせた
適切な取組を実施されたい。

A

A

⑤利用者サービス
　 の向上

①蜂トラップを園内２０ヶ所に設置し蜂刺され
事故防止に努めた。

②公園内に草花が少ないので、円形花壇に草
花を植え付けた。

③当社管理エリアのパンフレットを作成し、利用
者の利便性向上に努めた。

⑥利用者の苦情，
　 要望等の把握
   とその反映

①利用者アンケートを月に１回と自主設定して
行った。アンケートは四半期ごとにまとめ報告し
た。指定管理者が対応できるものは対応した。

②利用者アンケートの回収件数は360件であ
り、より多くの利用者の声を集めることができた。

③利用者の苦情、要望反映例
・遊具の増設について、声が多かったが、新設
された。公園内に草花が少ないので、円形花
壇に草花を植え付けた。

概ね事業計画書以上に実施した。

概ね事業計画書通りに実施した。

スタッフ及び公園利用者のハチ刺され事故
はありませんでした。また、利用者からのスズ
メバチ営巣情報をもとに専門業者の駆除な
ども実施した。

項　　　　目

③運営業務（ソフト
　 事業等）の実施

概ね事業計画書通りに実施した。

ふれあいサポーターの皆さんにはいつも精
力的に活動してもらっているが、今年度は新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、公
園活動はほとんど実施されることはなかっ
た。サポーターの活動について、公園利用
者の認知度がいまいち低いのが現状であり、
何らかの工夫をしたいと考えている。（ふれ
あいサポーター用ののぼり設置など）



評価 評価

A

A
　適切な個人情報の取扱いに努めたものと
認められる。

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

　事業計画書に示す水準の適切な安全対
策を行なったものと評価できる。
　ただし，令和２度は事故の報告を２件受け
ているため，一層の安全対策に努められた
い。

A

A
　適切に実施されたものと評価できる。

A

A

⑧県民の平等利用

①独占的に施設を利用している利用者、他の
利用者に迷惑・危険の及ぶ施設利用をしてい
る利用者には利用指導を行った。（犬のリードを
外さない、犬のフンを放置しない等犬に関する
ものが昨年度に続き多かった）

概ね事業計画書通りに実施した。

犬の散歩者にはマナーを守らない方も多く
みられたので、公園巡回時に注意喚起を実
施した。

⑨個人情報の保護

①管理事務所所長を個人情報管理責任者に
任命した。

②スタッフ会議にて個人保護教育を行った。

③個人情報が含まれる書類はシュレッダーで
断裁した。

④パソコンからの個人情報漏洩防止のため、ア
ンチウィルスソフトをインストールした。また、パソ
コンの盗難防止のため、パソコン本体にセキュリ
ティワイヤーを取り付けた。

概ね事業計画書以上に実施した。

概ね事業計画書以上に実施した。

除草作業中の事故が２件発生したが、迅速
に報告し、再発防止策を検討した。
尚、事故防止にはこれで終わりということは
ないので、今後も安全衛生教育等にスタッフ
を積極的に派遣したいと考えている。

①指定管理事務所合同で、泉消防署指導のも
と、総合消防訓練（通報訓練、消火訓練、避
難訓練）を行った。

②公園の防災対策推進のため、防災士、宮城
県防災指導員等の資格を有する社員を配置し
た。

③本社安全ミーティングに参加し、事故情報、
安全対策の共有を行った。

④管理事務所にAEDを設置した。月に１回自
主点検を行い異常の有無を確認した。

⑤管理事務所、２台の作業車両に救急箱，消
火器を常備した。薬品類、備品の過不足を月1
回確認し補充した。

⑥蜂刺され事故対策として、毒吸引器、抗ヒス
タミン軟膏を救急箱に常備した。また蜂トラップ
を２０か所に設置しスズメバチを大量に捕殺し
た。

⑦老朽化等で使用禁止の施設は、ネット・トラ
ロープ等で養生し、利用者が誤って利用しない
よう努めた。

⑧管理作業を行う際は、カラーコーン、立て看
板、のぼり等保安施設を設置し、利用者に作業
範囲を明示した。また作業前に使用機器の始
業前点検を行った。

⑨作業車両にはパトライトと業務用プレートを取
り付け、園内での制限速度を時速２０ｋｍとし
た。

⑩労働災害防止のため、作業前に危険予知活
動を行った。

⑪作業者にはヘルメット、プロテクター等の必要
な保護具の着用を義務付けた。

⑫作業者には、夏季、高温多湿時には、熱中
症防止のためスポーツドリンク等の携行を指示
した。

⑬大雨・暴風警報発令等、異常気象発生時に
はできるだけ迅速に巡回点検を行い、速やかに
報告した。

⑭利用者、スタッフの休日の怪我や病気に迅
速に対応できるよう、管理事務所内に休日当
番医表を掲示した。

⑦安全対策



評価 評価

　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

A

A

　支出が減少しており，支出の削減に努めた
ものと評価できる。

「５．管理運営収支実績」の通り

⑫その他の取組

①管理事務所長を環境管理責任者に任命し、
管理事務所スタッフ会議にて、みちのくEMSより
認証を受けた「環境マネジメントマニュアル」の
読み合わせを年２回行い、環境配慮の教育が
なされた。

②緑地管理で発生した植物廃棄物を積極利
用した。剪定枝を当社圃場にてチップ化し、再
生チップとして第７駐車場、その他のマルチン
グ材として活用した。

③管理事務所内で使用する消耗品等は積極
的にグリーン購入した。

④省エネに努めた。パソコンは省エネモードに、
複合機はスリープモードに設定した。待機電力
節約のため、可能なものは終業時コンセントを
抜いた。管理事務所のエアコン使用は最小限
にし、冷房を２８℃、暖房を１８℃に設定して使
用した。

⑤緑のカーテンを行った。管理事務所壁面沿
いにキュウリを生育させ日光を遮断し、エアコン
の省エネ利用を図った。

事業計画書通りに実施した。
A

人件費は事業計画を下回り、施設管理費は
計画内に収まった。

県の評価
【施設所管課記入】

指定管理者の自己評価
【指定管理者記入】

⑩利用実績

「４．施設利用実績」の通り

今年度は、前年度の台風１９号の影響で立
入り規制禁止区域が解除となったが、事業
計画で見込んだ利用者数を下回った。

  新型コロナウイルスの影響により，利用者
数が減少しているが，計画の範囲内といえ
る。

A

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】

A

　環境配慮に関する取組を積極的に行って
おり，適切に実施されていると評価できる。 A

A

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

　改善の意識を常に念頭におき実施に取り
組み、全体として事業計画書以上の管理運
営を行い利用者の満足向上に貢献した。

総　合　評　価 A

⑪収支実績

 年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営を行った。

Ｂ

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず，大いに改善努力が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり，適正な管理運営が行われた。

 年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり，さらなる工夫・改善が必要である。

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり，優れた管理運営を行った。

　事業計画書に即した，概ね適切な公園管
理が行なわれたものと評価できる。
　来年度も，新型コロナウイルス感染対策を
徹底しながら，公園のさらなる利用促進に努
められたい。

Ｃ

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策と公園利用者への注意喚
起・感染症予防措置としての除菌剤の設置や土日利用者報告など管
理業務以外の作業が多くなり、苦労しましたが、新型コロナウイルスが
収束した後は、自主事業として計画していた、遊具販売とキッチンカー
による飲食物の販売を実施し、公園利用者の増加を目指します。

　公園利用のさらなる促進のために，新型コロナウイルス感染症の
状況も踏まえたうえで，自主事業の充実を図られたい。
　新型コロナウイルス感染症対策も含め，今後も県と連携しながら各
種管理業務に取り組んでいただきたい。


